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」

（三
さんしゅざいほう
種財宝御

ご
書
しょ
）

　「中務三郎左衛門尉は、主の御

ためにも、仏法の御ためにも、世

間の心ねも、よかりけり、よかり

けり」と、鎌倉の人々の口にうた

われ給え。あなかしこ、あなかし

こ。蔵の財よりも身の財すぐれた

り、身の財より心の財第一なり。

この御文を御覧あらんよりは、心

の財をつませ給うべし。

　　（御書新版１５９６ページ・御書全集１１７３ページ）

　「中務三郎左衛門尉（＝四条金吾）は、
主君に仕えることにおいても、仏法に
尽くすことにおいても、世間における
心がけにおいても、素晴らしい、素晴
らしい」と鎌倉の人々の口にうたわれ
ていきなさい。蔵に蓄える財宝よりも
身の財がすぐれ、身の財よりも心に積
んだ財が第一である。この手紙をご覧
になってから以後は、心の財を積んで
いきなさい。

題目で豊かな心の人に

　こんにちは、サンです！ 今年も楽しく御書を学
んで、一

いっしょ
緒に心を磨

みが
いていこう！

　今回学ぶ「崇
す

峻
しゅん

天
てんのう

皇御
ご

書
しょ

」は、１２７７年（建
治３年）９月 11 日、日蓮大聖人が身

み
延
のぶ

の地で、四
し

条
じょう

金
きん

吾
ご

に宛
あ

てて書かれたお手紙です。当時の金吾
は、周囲から悪いうわさを流され、それを信じた
主君の江

え ま
間氏から、〝法

ほ け
華経

きょう
の信

しんこう
仰を捨

す
てなければ

所
しょ

領
りょう

（現代で給
きゅう

与
よ

にあたる土地）を没
ぼっ

収
しゅう

する〟と
脅
おど

されていました。そんな中、主君が突
とつぜん

然病
やまい

に倒
たお

れ、
医
い

術
じゅつ

の心
こころ

得
え

がある金吾が看
かん

病
びょう

をすることになった
のです。このことを大聖人に報告した御

ご
返
へん

事
じ

が本
ほん

抄
しょう

です。
　私だったら、〝才能を発

はっ
揮
き

できる時だ！ 絶対に見
返してやる！〟って意

い き ご
気込んでしまうかも。でも大

聖人は、とにかく誠
せいじつ

実な振
ふ

る舞
ま

いで主君に仕
つか

えてい
くようにと、事

ことこま
細かに確

かくにん
認されるんだ。

　また後半部分では、生きていく上で大切なことを
三つの「財

たから
」として、ランク分けして示されているの。

一つ目の「蔵
くら

の財」は、お金や土地など物質的なもの。
二つ目の「身

み
の財」は、身につけた技術や健康な体、

また地位や名
めい

誉
よ

のこと。最後は「心の財」。心の強さ
や豊かさのことで、これが一番大切だと記されてい
るんだ。
　また、お金や名

めいせい
声は永遠じゃないし、必ずしも自

分を幸福にしてくれるわけじゃない。心次
し

第
だい

で生か
せるかどうかが決まるんだ。身に付けた技術や健康
な体についても同じだね。だから、どんな状

じょうきょう
況にあっ

ても崩
くず

れない「心の財」を積むよう教えられている
んだ。自身の心を豊かにして、「身の財」など全

すべ
てを

を生かせる自分になっていこう！
　池田先生はつづられました。「題目を唱

とな
えて挑

ちょう
戦
せん

し
ていけば、心が強く豊かになります。ぐんぐんと実
力と人間性が磨

みが
かれます。そして充

じゅう
実
じつ

と創
そうぞう

造性あふ
れる歓

かん
喜
き

の青春を、必ず歩んでいけるのです」
　さあ、「世界青年学会　開

かいまく
幕の年」のスタートだ！ 

信心根
こんぽん

本に、自分自身が輝
かがや

く最高の一年にしていこ
う！


